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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　コンピューティングデバイスにより実施される方法であって、
　オンラインストレージに保持された一以上のファイルへの共有リンクの選択された一以
上の受信者を決定するステップと、
　前記選択された一以上の受信者のそれぞれに対して異なるワンタイム共有リンクを生成
するステップであって、前記ワンタイム共有リンクは前記一以上のファイルの第１のアク
セスに対して有効であり、前記選択された一以上の受信者が前記一以上のファイルと限定
的にインターラクトすることを可能にするステップと、
　各受信者によるワンタイム共有リンクの選択に応じて、前記一以上のファイルにアクセ
スするために用いるユーザアカウントを選択するオプションを、前記ワンタイム共有リン
クの選択により開始されるアクセスシーケンスの一部としてエクスポーズするステップと
、
　前記一以上のファイルとインターラクトするその後の使用について、前記ワンタイム共
有リンクを無効とするステップであって、前記第１のアクセスの後の前記一以上のファイ
ルのいかなるアクセスについても前記ワンタイム共有リンクは無効とされ、選択されたユ
ーザアカウントにより前記第１のアクセスの後の前記一以上のファイルへのアクセスが可
能となるステップとを有する方法。
【請求項２】
　前記選択された受信者を決定するステップは、
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　前記選択された受信者に共有リンクを送信する要求であって前記選択された受信者の連
絡先情報を含む要求を受け取るステップと、
　前記要求を処理して、対応する連絡先情報に基づき前記選択された受信者を特定するス
テップとを有する、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記ワンタイム共有リンクは、前記一以上のファイルへのその後のアクセスに用いるア
カウントを選択するための、前記一以上のファイルへの限定されたワンタイムアクセスを
提供するように構成された、
請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記ワンタイム共有リンクを生成するステップは、前記ワンタイム共有リンクにおける
前記一以上のファイルへの第１アクセス許可をエンコードするステップであって、前記第
１アクセス許可は前記第１のアクセス中に許可可能なインターラクションを制御するステ
ップを有する、
請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記選択された受信者に共有リンクを送信するクライアントからの要求に含まれる、前
記選択された受信者の連絡先情報に基づいて、前記選択された受信者に前記ワンタイム共
有リンクを有する通知を送信するステップをさらに有する、
請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記受信者により選択されたユーザアカウントは、前記受信者に前記共有リンクを送信
するのに使われる連絡先情報に対応する前記受信者の他のアカウントとは異なる、
請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　前記受信者が前記ユーザアカウントを選択して、認証されたユーザに関連する前記一以
上のファイルへのエンハンストアクセスを得るまで、認証されてないユーザに関連する前
記一以上のファイルへの限定されたアクセスを前記受信者に与えるステップをさらに有す
る、
請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　ユーザアカウントを選択するオプションをエクスポーズするステップは、認証シーケン
ス中に一ユーザアカウントの選択を可能にするアカウント選択ダイアログを提示するステ
ップを有する、
請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　前記ワンタイム共有リンクを生成するステップは、前記一以上のファイルへのナビゲー
ションパスと各ワンタイム共有リンクを一意的に特定する共有鍵とを含む前記ワンタイム
共有リンクの生成を構成するステップを有する、
請求項１に記載の方法。
【請求項１０】
　ユーザアカウントを選択するオプションをエクスポーズするステップは、前記受信者が
、共有される前記一以上のファイルへのアクセスを認証したカレントユーザアカウントに
認証されているかの判断に基づき、認証シーケンス中に前記オプションを選択的に提示す
るステップであって、
　前記受信者が共有される前記一以上のファイルへのアクセスを認証されていたカレント
ユーザアカウントに前記受信者が現在は認証されていない時、前記オプションを提示する
ステップと、
　前記受信者が、共有される前記一以上のファイルへのアクセスを認証されたカレントユ
ーザアカウントに現在も認証されている時、前記カレントユーザアカウントを前記選択さ
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れたアカウントとして用い、前記オプションを差し控えるステップと含む、提示するステ
ップを有する、
請求項１に記載の方法。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　いくつかの実施形態は、共有アイテムアカウント選択に関する。
【背景技術】
【０００２】
　ウェブベースのコンテンツとサービスは、ますます利用可能になり利用されるようにな
ってきた。例えば、ユーザは、コンテンツアイテム（例えば、文書、アプリケーションフ
ァイル、写真、モバイルアップロード、オーディオ／ビデオファイルなど）の「クラウド
における」ストレージを提供するオンラインストレージサービスをますます利用するよう
になってきた。クラウドにおけるストレージにより、ユーザが、異なる様々な種類の装置
（例えば、コンピュータ、携帯電話、タブレットなど）を用いてどこからでもネットワー
クにより自分のファイルにアクセスするのが便利になる。この便利さのため、ユーザは、
自分のオンラインストレージのコンテンツアイテムを他者と共有する方法も探し求めてい
る。
【０００３】
　しかし、従来、オンラインストレージサービスは、アイテムを共有するツールは限定的
なものしか提供しておらず、複数のサイト、グループ、及び／または個人にアイテムを共
有する場合は特にそうである。例えば、ユーザは、共有アイテムの意図された各受信者に
対して電子メールまたはメッセージを個別に設定しなければならず、及び／または共有ア
イテムを添付ファイル（attachment）としてマニュアルで提供しなければならない場合が
ある。いくつかの場合には、ユーザは、記憶されたアイテムをローカルにダウンロードし
てからでなければ、電子メールその他のメッセージングシステムによりそのアイテムを共
有できない。このように、オンラインストレージのアイテムを共有する従来の手法は非常
に不便であることがある。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　ここで、オンラインストレージ（例えば、クラウドストレージ）のアイテムの共有手法
を説明する。サービスプロバイダにより提供されるオンラインストレージに保存されたア
イテムへの共有リンクは、様々な方法で生成して配信できる。共有リンクにより、受信者
は、送信者に関連するストレージの共有アイテムにオンラインでアクセスできる。送信者
は、個別に異なる受信者に送信された異なる共有リンクに関連する許可を管理できる。
【０００５】
　一または複数の実施形態では、共有リンクは、アイテムへの事後のアクセスに用いるた
めのアカウントを選択または登録するために、受信者に、共有アイテムへの限定されたワ
ンタイムアクセスを提供するワンタイム共有リンクとして構成できる。このようにして、
受信者は、アイテムの所有者／共有者がアカウントの上方にコンタクトせずに、またはア
カウントへのリンクを送信せずに、共有アイテムにアクセスするのに最も便利だと分かっ
たアカウントを選択できる。ワンタイムリンクの選択により、適当であれば、アカウント
を選択するオプションを組み込む認証シーケンスが始まる。ワンタイム共有リンクは、一
旦履行されると、そのアイテムに後でアクセスしても無効とされる。
【０００６】
　本欄では、発明の詳細な説明で詳しく説明するコンセプトの一部を選んで、簡単に説明
する。本欄は、特許を請求する主題の重要な特徴や本質的な特徴を特定するものではなく
、特許を請求する主題の範囲を決定するのを助けるものでもない。
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【図面の簡単な説明】
【０００７】
　詳細な説明は添付した図面を参照して説明する。図中、参照数字の最も左の桁は、その
参照数字が最初に現れる図面を指す。説明と図面の異なる箇所で同じ参照番号を用いるが
、それは同様の又は同一のアイテムを示す。
【図１】一または複数の実施形態による、オンラインストレージの共有リンクを利用でき
る環境を示す図である。
【図２】一または複数の実施形態による、共有リンクの例を示す図である。
【図３】一または複数の実施形態による、オンラインストレージとインターラクションす
るためのユーザインタフェースの例を示す図である。
【図４】区別できる共有リンクが異なる公開対象（publish targets）に対して生成され
る手順の例を示すフロー図である。
【図５】一または複数の実施形態による、共有リンクを公開するためのユーザインタフェ
ースの例を示す図である。
【図６】一または複数の実施形態による、区別できる共有リンクを管理するためのユーザ
インタフェースの例を示す図である。
【図７】グループオプトインリンクを利用して共有アイテムのグループに参加するオプシ
ョンをエクスポーズする手順の例を示すフロー図である。
【図８】一または複数の実施形態による、グループオプトインオプションをインプリメン
トする共有リンクを取得するためのユーザインタフェースの例を示す図である。
【図９】一または複数の実施形態による、グループにオプトインする受信者を管理するた
めのユーザインタフェースの例を示す図である。
【図１０】ワンタイム共有リンクを利用して共有アイテムのアカウントを選択するオプシ
ョンをエクスポーズする手順の例を示すフロー図である。
【図１１】ワンタイム共有リンクの選択により開始される認証シーケンスの手順の例を示
すフロー図である。
【図１２】一または複数の実施形態による、共有アイテムにアクセスするのに用いるアカ
ウントを選択するオプションをインプリメントする共有リンクを送信するユーザインタフ
ェースの例を示す図である。
【図１３】一または複数の実施形態による、ユーザに、共有アイテムにアクセスするのに
用いるアカウントを選択するように促すユーザインタフェースの例を示す図である。
【図１４】一または複数の実施形態による、オンラインリソースの複数装置環境の例を示
す図である。
【図１５】一または複数の実施形態による、コンピューティングシステムの例を示す図で
ある。
【発明を実施するための形態】
【０００８】
　概要
　従来、オンラインストレージサービスは、アイテムを共有するツールは限定的なものし
か提供しておらず、複数のサイト、グループ、及び／または個人にアイテムを共有する場
合は特にそうである。例えば、ユーザは、メッセージにアイテムをマニュアルで添付して
、及び／またはそのアイテムを受け入れたい異なる複数のサービス／サイトに公開しなけ
ればならない。このように、オンラインストレージのアイテムを共有する従来の手法は不
便であることがある。
【０００９】
　ここで、オンラインストレージ（例えば、クラウドストレージ）のアイテムの共有手法
を説明する。一アプローチでは、ユーザにエクスポーズされた単一の公開ユーザインタフ
ェースにより異なる複数の公開ターゲットに対して、一アイテムへの区別できる複数の共
有リンクを生成できる。ユーザは、公開ユーザインタフェースにより、異なるソーシャル
ネットワーク及び／または他のサイト／ターゲットを選択できる要求を送り、アイテムの
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共有リンクを受信できる。この要求に応じて、選択された各受信者に対して区別できる共
有リンクが生成され、生成された共有リンクが適当なターゲットに公開される。このよう
に、ユーザは、単一の要求により、複数のターゲットに共有アイテムのリンクを容易に送
信でき、区別できる各共有リンクに関連する許可を別々に管理できる。
【００１０】
　他の一アプローチでは、共有リンクは、受信者に、対応する共有アイテムに対する許可
を有するグループに参加するオプションを提供するように設計されたグループオプトイン
リンクとして構成できる。アイテムのオーナーは、グループオプトインリンクを公に配信
してもよく、グループサイズや個別のメンバーを予め決める必要はない。リンクの受信者
はグループに参加するか否かを選択できる。グループオプトインリンクは、グループに参
加するアクセスを限定してもよく、グループに参加するメンバーは共有アイテムに対する
強調的許可（enhanced permissions）を得ることもできる。アイテムのオーナーは、オプ
トイン（opted-in）した個人を見て、個人ベースで対応する許可を管理できる。
【００１１】
　他の一アプローチでは、共有リンクは、アイテムへの事後のアクセスに用いるためのア
カウントを選択または登録するために、受信者に、共有アイテムへの限定されたワンタイ
ムアクセスを提供するワンタイム共有リンクとして構成できる。アイテムのオーナー／共
有者は、ワンタイム共有リンクを送る任意の利用可能なコンタクト情報を用いることがで
きる。受信者は、そのリンクを用いて、共有アイテムにアクセスするのに利用したいアカ
ウントを選択できる。オーナー／共有者は、選択されたアカウントへのリンクを送ったり
、そのアカウントへのコンタクト情報を有したりしている必要はない。アカウントを選択
するためにワンタイム共有リンクが一旦利用されると、このリンクは無効にされ、その後
そのアイテムに対する協調的許可（enhanced permission）を得ることはできない。
【００１２】
　以下の説明では、ここに説明する手法を利用できる動作環境の例をまず説明する。動作
環境例の説明は、オンラインストレージとのインターラクションを容易にするユーザイン
タフェースの例の説明を含む。次に、環境例その他の環境にインプリメントできる詳細事
項と手法を説明する。そのため、これら手法の実行は環境例に限定されず、環境例は手法
例の実行に限定されない。最後に、一または複数の実施形態をインプリメントするのに利
用できるシステムと装置の例を説明する。
【００１３】
　動作環境例
　図１は、ここに説明する手法を利用できる一実装例における環境１００を示す図である
。例示した環境１００は、クライアント装置１０２、他のクライアント装置１０４、サー
ビスプロバイダ１０６、及びソーシャルネットワークサービス１０８を含み、これらはネ
ットワーク１１０を介して通信可能に結合している。クライアント装置１０２、他のクラ
イアント装置１０４、サービスプロバイダ１０６、及びソーシャルネットワークサービス
１０８は、一または複数のコンピューティング装置によりインプリメントされ、一または
複数のエンティティを表していてもよい。ソーシャルネットワークサービス１０８は、サ
ービスプロバイダ１０６と共に動作して、ユーザに追加的または改善された経験とサービ
スを提供できる外部の様々なウェブサービス／サイト（例えば、パートナーサイト）を表
す。少なくともいくつかの実施形態では、これは、サービスプロバイダ１０６のユーザア
カウントを外部ウェブサービス／サイトの対応するアカウントにリンクまたは関連づけす
ることにより行われる。
【００１４】
　コンピューティング装置は、様々な方法で構成できる。例えば、コンピューティング装
置は、ネットワーク１１０により通信できるコンピュータとして構成できる。コンピュー
タは、例えば、デスクトップコンピュータ、移動局、エンターテイメント機器、ディスプ
レイ装置と通信可能に結合したセットトップボックス、無線電話、ゲームコンソールなど
を含む。このように、コンピューティング装置は、大きなメモリとプロセッサリソースと
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を有するフルソース装置（例えば、パーソナルコンピュータ、ゲームコンソール）からメ
モリ及び／または処理リソースが限定された低リソース装置（例えば、従来のセットトッ
プボックス、ハンドヘルドゲームコンソールなど）まである。また、いくつかの例では単
一のコンピューティング装置を示すが、コンピューティング装置は、異なる複数の装置を
表していてもよく、例えば、サービスプロバイダ１０６及び／またはソーシャルネットワ
ークサービス１０８など事業を行う企業により利用される複数のサーバであってもよい。
【００１５】
　ネットワーク１１０はインターネットとして例示するが、いろいろな構成を想定できる
。例えば、ネットワーク１１０は、ワイドエリアネットワーク（ＷＡＮ）、ローカルエリ
アネットワーク（ＬＡＮ）、無線ネットワーク、公衆電話ネットワーク、イントラネット
などを含み得る。さらに、単一のネットワーク１１０を示したが、ネットワーク１１０は
複数のネットワークを含むように構成することもできる。
【００１６】
　クライアント装置１０２は、さらに、オペレーティングシステム１１２を含むものとし
て例示した。オペレーティングシステム１１２は、クライアント装置１０２上で実行可能
なアプリケーションの基礎となる装置に内在する機能を取り出す（abstract）ように構成
される。例えば、オペレーティングシステム１１２は、この基礎となる機能が「どのよう
に」インプリメントされるか知らなくてもアプリケーション１１４を書けるように、処理
、メモリ、ネットワーク、及び／または表示機能を抽象化したものである。アプリケーシ
ョン１１４は、例えば、オペレーティングシステム１１２に、例示したようにディスプレ
イ装置によりレンダリング（render）され及び表示されるデータを提供するが、このレン
ダリングがどのように実行されるかは知らない。
【００１７】
　また、クライアント装置１０２は、通信モジュール１１６を含むものとして例示されて
いる。通信モジュール１１６は、ネットワーク１１０により様々な通信を可能にする機能
を表す。例えば、通信モジュール１１６は、ネットワーク１１０によりサービスプロバイ
ダ１０６からウェブページ及び／またはその他のユーザインタフェースを取得して出力す
るブラウザその他の好適なアプリケーションとしてインプリメントできる。また、通信モ
ジュール１１６は、サービスプロバイダ１０２からの一または複数のリソースを取得する
ために用いられる他のアプリケーションのコンポーネントを表す。
【００１８】
　サービスプロバイダ１０６は、ネットワーク１０８により利用可能となる様々なリソー
ス１２０を管理するようにサービスプロバイダ１０６により動作可能な機能を表すリソー
スマネージャ１１８を格納しているように示されている。例えば、様々なリソース１２０
は、通信モジュール１１６その他のクライアントアプリケーションを介して一または複数
のクライアントにより出力するため、ネットワークにより通信されるウェブページその他
のユーザインタフェースを介して提供され得る。リソースマネージャモジュール１１８は
、リソース１２０へのアクセス、リソースの実行、リソース１２０を提供するユーザイン
タフェース１２２の構成などを管理できる。サービスプロバイダ１０６は、様々なリソー
ス１２０を提供するのに用いられる一または複数の装置を表し得る。
【００１９】
　一般的に、サービスプロバイダ１０６によりアクセス可能であるリソース１２０は、一
または複数のプロバイダによりネットワークにより利用可能になるサービスやコンテンツ
の好適な組合せを含み得る。サービスのいくつかの例には、検索サービス、電子メールサ
ービス、インスタントメッセージングサービス、オンライン生産性スイート、リソース１
２０へのクライアントのアクセスを制御する認証サービスが含まれるが、これらに限定さ
れない。コンテンツは、テキスト、マルチメディアストリーム、文書、アプリケーション
ファイル、写真、オーディオ／ビデオファイルアニメーション、画像、ウェブページ、ウ
ェブアプリケーション、デバイスアプリケーション、ブラウザその他のクライアントアプ
リケーションで表示するためのコンテンツの様々な組み合わせを含み得る。
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【００２０】
　サービスプロバイダ１０６により提供され得るリソース１２０の一具体例は、図１に示
したコラボレーションサービス１２４である。コラボレーションサービス１２４は、サー
ビスプロバイダ１０６に関連するユーザアカウントにアロケートされ得るオンラインサー
ビス１２６を提供及び管理するように動作可能な機能の表現である。オンラインストレー
ジ１２６は、ユーザに、文書、アプリケーションファイル、写真、モバイルアップロード
、及びオーディオ／ビデオファイルなどのコンテンツアイテムに対する「クラウド上での
」ストレージを提供し、ユーザがネットワーク１０上のどこからでも自分のコンテンツア
イテムにアクセスでき、コンテンツを共有して他者とコラボレートできるようにする。コ
ラボレーションサービス１２４により、ユーザは、様々な方法で特定のコンテンツアイテ
ムに対して生成され配信できる共有リンク１２８を通じて、他の個人及び／またはグルー
プとファイルを共有できる。共有リンク１２８は、図２を参照してより詳細に説明するよ
うに、誰が、対応するコンテンツアイテムを見て、編集して、またはインターラクトでき
るかを制御するように設定し得る許可をインプリメントするように構成されている。
【００２１】
　クライアントは、図１のクライアントアカウントデータ１３０により表されるユーザア
カウントにより、サービスプロバイダ１０６により提供されるコラボレーションサービス
１２４その他のリソース１２０にアクセスできる。クライアントアカウントデータ１３０
は、アカウント識別子、認証情報（credentials）、アクセス許可、プロファイルデータ
、及び一般的にはユーザアカウントに関連するその他のデータを含み得る。リソースマネ
ージャ１１８は、コラボレーションサービス１２４を含む様々なリソース１２０にアクセ
スするクライアントを認証するように動作可能な認証サービスをインプリメントまたは利
用する。認証サービスは、サードパーティプロバイダによりスタンドアロンサービスとし
て、サービスプロバイダ１０６のコンポーネントとして提供され得る。リソース１２０に
アクセスするため、クライアントデバイス１０４は、認証サービスにより認証されるユー
ザ名とパスワードとを提供できる。認証が成功すると（例えば、クライアントが「彼らが
言うとおりのクライアントである」場合）、認証サービスは、対応するリソースへのアク
セスを可能にするトークンを送る。「単一のサインオン」による単一のアカウントに対す
る認証が、個々のリソース、複数のサービスプロバイダ１０６からのリソース、及び／ま
たはサービスプロバイダ１０６から得られる複数のリソースの全体（entire suite）への
アクセスを提供し得るように、単一の認証が一または複数のリソースに対応し得る。
【００２２】
　図２は、一または複数の実施形態による共有リンク１２８の、全体を２００で示した実
施例を示す図である。この例では、共有リンク１２８は、共有鍵２０４に関連するナビゲ
ーションパス２０２を含むように構成されている。ナビゲーションパス２０２は、対応す
るコンテンツアイテムにナビゲートするために用いられるパスを提供する。例えば、ナビ
ゲーションパス２０２は、選択されると、ブラウザなどのアプリケーションに、リソース
が利用可能なロケーションにナビゲートするＵＲＩ（uniform resource identifier）と
して構成できる。共有鍵２０４は、同じリソースへの異なる区別可能な共有リンク１２８
となる鍵、トークン、その他の共有される秘密情報として構成される。このように、共有
鍵２０４は、特定の対応する共有リンク１２８を一意的に特定し、共有リンク間を区別す
るのに用いることができる。
【００２３】
　また、共有リンク１２８は、対応するアイテムへの許可を確定または参照するデータを
エンコードできる。許可は、コンテンツアイテムのアクセスレベルと、対応するアクショ
ンとを指定する。例えば、異なるアクセスレベルを確立して、例えば、いくつか例を挙げ
れば、読み取り専用、印刷、公開、視聴、編集、ワンタイムアクセス、移動、及び／また
はコピーなどのアクションを誰が行えるか、管理できる。一アプローチでは、サービスプ
ロバイダ１０６は、共有鍵２０４をコンテンツアイテムに対する対応する許可にマッチさ
せるために用いることができるテーブルまたはその他のデータベースを維持する。かかる
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許可データは、個別のファイルとともに、オンラインストレージ１２６用のファイル構造
の一部として維持できる。これは、共有鍵２０４により参照または共有鍵２０４にマッピ
ングできるアクセス制御リスト（ＡＣＬ）を維持するステップを含み得る。追加的または
代替的に、許可は、対応する許可レベルを示すアクセスパラメータまたはその他の好適な
フィールドを用いて、共有リンク内に直接エンコードされ得る。コラボレーションサービ
ス１２４は、共有リンク１２８中のアクセスパラメータを参照及び解釈し、アイテムにア
クセスするために共有リンク１２８が使われた時に、対応する許可を実施するように構成
され得る。
【００２４】
　図３は、一または複数の実施形態によるオンラインストレージとのインターラクション
を可能にする一または複数の部分を含むユーザインタフェース１２２の例を示すダイヤグ
ラム３００を示す図である。この例のユーザインタフェース１２２は、通信モジュール１
１６により提供されるユーザインタフェース３０２内に組み込まれたように示されている
。例えば、通信モジュール１１６は、一または複数のサービスプロバイダ１０６と、対応
するリソース１２０とインターラクションできるようにユーザインタフェース３０２をエ
クスポーズするように動作可能なブラウザとして構成し得る。ユーザインタフェース１２
２は、例えば、前述したように、コラボレーションサービス１２４により構成及び提供し
得る。
【００２５】
　ユーザインタフェース１２２は、オンラインストレージとのインターラクションを提供
するため、ユーザ／アカウントと関連する「クラウド中に」記憶されたコンテンツアイテ
ムのナビゲーション、ビューイング、及び管理を可能にするファイルマネジメント部３０
４をエクスポーズし得る。ファイルマネジメント部３０４は、例えば、コンテンツアイテ
ムのリストでの表示、記憶されたアイテムのアイコンやタイルの表示、プレビューペイン
（preview pane）の使用など、オンラインストレージとのインターラクションを可能にす
る任意の好適な方法で構成できる。図示した例では、ファイルマネジメント部３０４は、
ログインしたユーザ「Ｒｏｂｙｎ」の「ＭｙＦｉｌｅｓ」リストとして示されている。コ
ンテンツアイテムのリストは、コラボレーションサービス１２４により、Ｒｏｂｙｉｎの
オンラインストレージ１２６から彼女が利用できる、文書、フォルダ、写真、及びその他
のタイプの前述のコンテンツを含むファイルを表す。コンテンツアイテムのリストは、個
別ファイルとフォルダの名称、及び図３に示した日付（Date）コラムと共有（Shared wit
h）コラムなど各アイテムに関連する基本情報を示す。
【００２６】
　この例では、コンテンツアイテムのリストから選択された「再会（Reunion）」フォル
ダの詳細を表す、選択されたアイテムに関するより詳細な情報を提供するように構成され
得るアイテム詳細部分３０６も示されている。また、ユーザインタフェース１２２は、コ
ンテンツアイテムの共有オプションをレビューし管理する機能を表す共有（Sharing）部
分３０８を含む。この例では、共有部分３０８は、アイテム詳細部分３０６の一部として
組み込まれている。あるいは、共有部分３０８は、リンクを介してアクセスできる別部分
や別ページ、メニューアイテム、ユーザインタフェース１２２にエクスポーズされた他の
ナビゲーション手段として提供し得る。共有部分３０８は選択されたアイテムを共有する
ための様々なオプションを提供するように構成されている。これは、共有リンク１２８、
アイテムに対するビューイング及びセッティング許可、ソーシャルネットワークサービス
１０８その他の外部ウェブサービス／サイトへの公開リンク、様々なメッセージングシス
テムを用いた配信リンクなどを含む。
【００２７】
　このように、今説明した例などのユーザインタフェース１２２を利用して、オンライン
ストレージ１２６及び／または共有アイテムにアクセスする様々なインターラクションを
容易にし得る。ここに説明した共有リンク手法では、コンテンツアイテムへの区別できる
リンクが公開ターゲットごとに生成され得る。また、対応する共有リンク１２８により、
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リンクは任意のグループと共有できる。この場合、共有リンク１２８は、アイテムに対す
る許可を有するグループに、受信者が選択するオプションをエクスポーズ（expose）する
ように構成される。このように、受信者は、アイテムに対する完全な許可を得る前に、明
示的にグループを選択している。他の一例では、リンクの受信者は、共有アイテムにアク
セスするのに用いるアカウントを選択できてもよい。これは、アイテムにアクセスするの
に一度使え、選択されたアカウントをその後の共有アイテムへのアクセスに関連付けるワ
ンタイムリンクにより行われる。これらの例のそれぞれに関する詳細は、「公開ターゲッ
トに対する区別できるリンク」、「グループオプトインリンク」、及び「共有アイテムア
カウント選択」との名称のセクションでさらに説明する。
【００２８】
　このように、動作環境例と、オンラインストレージとインターラクションするユーザイ
ンタフェース例との前述の説明を検討したので、ここで一または複数の実施形態による、
共有リンクを利用する手法を詳細に検討する。
【００２９】
　公開ターゲットに対する区別できるリンク
　このセクションは、選択された異なる公開ターゲット（publish targets）に対する共
有リンク１２８を公開する手法を説明する。以下の説明の一部では、図１の環境例１００
と、図３のユーザインタフェース例とを参照する。一般的に言って、ユーザは、コラボレ
ーションサービス１２４により関連オンラインストレージ１２６にアクセスできる。ユー
ザは、共有するアイテムと、そのアイテムへのリンクを受け取るターゲット受信者（targ
et recipients）とを選択できる。アイテムを共有するユーザアクションにより、コラボ
レーションサービス１２４が、そのアイテムへの一または複数の共有リンク１２８を生成
する。一アプローチでは、コラボレーションサービス１２４は、ユーザにより選択された
複数の異なる公開ターゲットに対して、同じアイテムへの区別できるリンクを生成しても
よい。したがって、異なる許可は区別できるリンクに関連し、区別できるリンクは別々に
提示及び管理できる。以下、手順の一例を説明し、その後に、区別できるリンクに関する
さらなる詳細を示すユーザインタフェース例を説明する。
【００３０】
　図４は、区別できるリンクが異なる公開ターゲット（publish targets）に対して生成
される実施例の手順４００を示す。ここに説明する各手順の態様は、ハードウェア、ファ
ームウェア、ソフトウェア、またはそれらの組み合わせで実施できる。これらの方法は、
一または複数のデバイスにより実行される動作を規定する一組のブロックとして示され、
それぞれのブロックにより動作を実行するために示した順序には必ずしも限定されない。
【００３１】
　選択された公開ターゲットへの区別できるリンクを生成して、ユーザアカウントに関連
するオンラインストレージのアイテムを共有する要求を取得する（ブロック４０２）。そ
の要求は、例えば、ユーザに関連するオンラインストレージ１２６とインターラクション
するためにクライアント装置１０２に出力されたユーザインタフェース１２２を介して、
形成できる。ユーザインタフェース１２２により、共有するアイテムと、異なるターゲッ
トとを選択できる。これは、ユーザインタフェース１２２の一部として提供される公開制
御またはページリンクにより行える。ターゲットの少なくともいくつかは、選択されたア
イテムへのリンクをユーザが公開したいソーシャルネットワークサービスまたはその他の
パートナーサイトであってもよい。
【００３２】
　要求は、選択されたアイテム及びターゲットを記述する情報をエンコードする任意の好
適な方法でフォーマットできる。例えば、要求はJavaScript、ＸＭＬ、ＨＴＭＬ及び／ま
たは他のスクリプト言語を用いて、ハイパーテキストトランスファープロトコル（HTTP）
リクエストとして構成できる。要求は、サービスプロバイダ１０６により処理のため、ア
イテム及びターゲットを送信するために使う変数、パラメータ及び／またはその他の好適
な識別子を含み得る。このように、要求は、ある方法でユーザ選択をエンコードするよう
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に形成され、送信される。これによりクライアント装置１０２は、その要求をサービスプ
ロバイダ１０６に伝達する。一例では、サービスプロバイダ１０６により実施されたコラ
ボレーションサービス１２４は、要求を取得し、その要求を処理して、対応する共有リン
ク１２８を生成するように構成されている。少なくともいくつかの実施形態では、コラボ
レーションサービス１２４は、共有リンク１２８の生成を開始するウェブページ中のスク
リプトまたはその他のユーザインタフェース１２２を介して、その要求で呼び出しできる
アプリケーションプログラミングインタフェース（ＡＰＩ）をエクスポーズする。追加的
または代替的に、クライアント装置１０２とサービスプロバイダ１０６との間で要求／応
答を送るのに適した任意のクライアントサーバアーキテクチャ及び／または通信プロトコ
ルを利用して、ここに説明する共有リンクに関する手法を実施してもよい。
【００３３】
　特に、要求を解析して、選択された公開ターゲットを特定する（ブロック４０４）。例
えば、コラボレーションサービス１２４は、要求を解釈して、それに含まれる情報を取り
出し、選択された公開ターゲット（publish targets）を特定することができる。コラボ
レーションサービス１２４は、要求から、共有ターゲットと共有するアイテムの識別子を
取得する。この情報により、コラボレーションサービス１２４は、前述の通り、共有リン
ク１２８を構成できる。
【００３４】
　例えば、区別できる共有リンクが、特定された各公開ターゲットに対して生成され（ブ
ロック４０６）、生成された共有リンクはアイテムに対する許可に追加される（ブロック
４０８）。ここで、コラボレーションサービス１２４は、特定された各ターゲットに対し
て異なるリンクを構成する。前述の通り、各リンクは、アイテムへのナビゲーションパス
２０２と、共有鍵２０４とを含み得る。アイテムへのナビゲーションパス２０２は、各リ
ンクに対して同じであってもよい。しかし、共有鍵２０４は、各リンクとそれに対応する
ターゲットに対して異なる一意的な識別子として生成され得る。一例では、共有鍵２０４
は、各リンクに対して異なるトークンとして構成される。
【００３５】
　共有アイテムに対する許可（permissions）は、生成された共有リンク内でエンコード
できる。上述の通り、トークンその他の共有鍵２０４は、許可を確定するＡＣＬを用いて
、アイテムに対する許可にマッピングできる。このように、許可をエンコードするため、
コラボレーションサービス１２４は、ＡＣＬを更新して、生成された各共有リンクに対し
て指定されたそれぞれの許可を反映する。この手法を用いて、本システムは、共有リンク
の受信者には明らかであるまたは明らかではない、共有リンクに対する許可のマッピング
を格納できる。他の一アプローチでは、共有鍵２０４自体を用いて、対応するリンクがそ
のリンクの受信者／ユーザに与える許可を指定できる。この場合、コラボレーションサー
ビス１２４は、リンクが使われた時、共有鍵２０４を解釈し、対応する許可を決定し実行
（enforce）するように構成できる。
【００３６】
　共有リンクは公開ターゲットに公開される（ブロック４１０）。例えば、コラボレーシ
ョンサービス１２４は、リンクを生成するのに加え、様々なパートナーサイトにリンクを
公開するように構成できる。かかるパートナーサイトは、ユーザアカウントに情報を公開
するために起動できるネットワークアクセス可能アプリケーションプログラミングインタ
フェース（ＡＰＩ）をエクスポーズする。例えば、ポストリンクまたはポストピクチャＡ
ＰＩを設けて、ソーシャルネットワークサービス１０８にコンテンツをポスト（post）し
てもよい。コラボレーションサービス１２４は、かかるＡＰＩを介してまたはその他の方
法で、サポートされた異なるパートナーサイトにより指定された適当なフォーマットでコ
ール（calls）を形成するように構成され得る。これにより、コラボレーションサービス
１２４のユーザは、インターラクトして、アイテムと公開ターゲットを選択し、１つの要
求を送信し、処理をコラボレーションサービス１２４に渡し、適当なリンクを生成し、そ
のリンクを対応する公開ターゲットにポストできる。したがって、ユーザは、個別にリン
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クを生成し、マニュアルで異なるターゲットにポストすることを避けられる。
【００３７】
　区別できる共有リンクの表現は、オンラインストレージを見て管理するためのユーザイ
ンタフェースにアイテムに関連して提示され（ブロック４１２）、各公開ターゲットに関
連する区別できる共有リンクの個別の管理が可能になる（ブロック４１４）。異なるター
ゲットに対して、区別できる共有リンクが生成されるので、そのリンクは互いに別々に利
用及び管理できる。よって、コラボレーションサービス１２４は、記憶されたアイテムを
レビュー及び管理するために提示されたユーザインタフェース内に、アイテムへの区別で
きる共有リンクを別々に表し得る。例えば、異なる共有リンクは、図３を参照して説明し
たように、ユーザインタフェース１２２の共有部分３０８を介してリストできる。このよ
うにして、ユーザは、あるアイテムのために生成されたリンクをそれぞれレビューして、
関連する許可を見ることができる。また、コラボレーションサービス１２４は、アイテム
のための区別できる複数のリンクを別々に管理する様々なオプションを提供するように構
成されている。これは、異なるリンクの個々の許可の関連づけ及び変更、一または複数の
リンクの削除（例えば、リンクの非公開化）、及び／またはアイテムへの他のリンクに影
響を与えないリンクの無効化などのアクションを含むが、これらに限定されない。区別で
きる複数のリンクの生成、利用及び管理に関しては、図５と図６のユーザインタフェース
例を参照してさらに詳細に説明する。
【００３８】
　図５は、ちょうど今説明したように、選択されたターゲットへのリンクを公開するのに
利用できるユーザインタフェース１２２の一例を示すダイヤグラム５００を示す図である
。この例のユーザインタフェース１２２は、通信モジュール１１６により提供されるユー
ザインタフェース５０２内に組み込まれたように示されている。例えば、通信モジュール
１１６は、一または複数のサービスプロバイダ１０６と、対応するリソース１２０とイン
ターラクションできるようにユーザインタフェース５０２をエクスポーズするように動作
可能なブラウザとして構成し得る。あるいは、インタフェース５０２は、別のタブ、ポッ
プアップダイアログボックス、ページの拡大可能な一部分などを用いて提供できる。
【００３９】
　少なくともいくつかの実施形態では、インタフェース５０２は、図３のユーザインタフ
ェース例に設けたリンク、メニューアイテム、またはその他のナビゲーションコントロー
ルの選択により、アクセスできる。例えば、図５に示したインタフェース例は、図３の共
有部分３０８内に現れる「リンクを公開（Publish a Link）」オブジェクトの選択に応じ
て、提示される。このように、図３と図５の例中の異なるインタフェースは、コラボレー
ションサービス１２４を介して利用できる異なるページを表し得る。
【００４０】
　ここで、ユーザインタフェース１２２の例は、図３の「再会（Reunion）」フォルダの
区別できる複数の共有リンク１２８を生成するように動作可能である。ターゲット選択部
５０４が設けられ、任意の好適な方法でユーザによる公開ターゲットの選択の入力ができ
る。図示した例では、利用可能なターゲットのリストが、異なるターゲットを選択／非選
択するチェックボックスとともに提示されている。リストには、ユーザのアカウントと予
め関連付けられたターゲットが表されている。ドロップダウンボックス、サーチツール、
リストボックス及び／またはその他の選択ツールなどの選択コントロールも実装され、選
択の入力ができる。また、アッド（Add）コントロール５０６が設けられ、ユーザは、公
開ターゲットとして他のネットワーク／サイトを明示的に検索及び／または追加（add）
できる。留意点として、区別できる複数のリンクが提供される公開ターゲットは、個別の
人または連絡先も含む。追加されると、サイト／ネットワーク／個人が、その後の公開操
作で予め関連づけられたオプションとして、自動的に現れる。
【００４１】
　図５のユーザインタフェース１２２の例は、さらに、メッセージ入力部５０８、許可部
５１０、及び公開コントロール５１２を含む。メッセージ入力部５０８により、公開リン
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クに付随する任意的な説明やメッセージの入力が可能である。許可部５１０により、許可
の選択を、生成されるリンクに関連付けられる。例えば、許可部５１０により、ユーザは
、生成されるリンクが、対応するアイテムに対する見て、編集し、移動し、及び／または
管理権（admin rights）を付与できるか、選択できる。例示した例では、許可部５１０は
、選択された公開ターゲットのそれぞれに対してグローバルに適用されるように構成され
ている。他の一アプローチでは、個別の許可部５１０が各ターゲットに関連付けられ、異
なるリンクに対して異なる許可を選択できるようにできる。再び、例えば、チェックボッ
クス、リストボックス、ドロップダウンボックス、サーチツール、及びその他の一般的な
選択ツールなどを含む、様々な選択コントロールを利用して許可部５１０を実装できる。
公開コントロール５１２は、選択されると、インタフェース例を介してなされた選択を有
する要求を、送信させ、前述のようにサービスプロバイダ１０６及び／またはコラボレー
ションサービスにより処理させる。
【００４２】
　図６は、区別できる複数のリンクのレビューと管理のための共有部を示すダイヤグラム
６００を示す。具体的に、「再会フォルダ（Reunion Folder）」への区別できる複数のリ
ンクが生成され、ページがリフレッシュされた後、図３のアイテム詳細部３０６が示され
る。ここで、共有部３０８が構成され、図４の手順４００により生成された区別できる複
数のリンクのリスト６０２を含んでいる。アイテムについて公開される区別できる各リン
クの表示は、対応する許可コントロール６０４とともに提供される。許可コントロール６
０４により、ユーザは、区別できる複数のリンクに関連した許可を個別に見て管理できる
。例えば、許可コントロール６０４は、個々のリンクに対するアクセスレベル（例えば、
ビュー、編集、移動、コピー、印刷、管理など）を選択するように動作可能なリストボッ
クスとして例示されている。さらに、許可コントロール６０４は、個別ベースで、複数の
リンクの無効化／削除をできてもよい。許可コントロール６０４に加え、またはその代わ
りに、編集許可コントロール６０６が含まれてもよい。編集許可コントロール６０６を選
択すると、アイテムに対する許可をレビュー及び管理する様々なツールとオプションをエ
クスポーズする許可ページにナビゲートされる。
【００４３】
　グループオプトインリンク（Group Opt-In Links）
　このセクションは、あるアイテムに対する許可を有するグループに、オプトインするオ
プションを提供するように構成された共有リンク１２８の手法を説明する。以下の説明の
一部では、図１の環境例１００と、図３のユーザインタフェース例とを再び参照する。一
般的に言って、ユーザは、コラボレーションサービス１２４により関連オンラインストレ
ージ１２６にアクセスできる。ユーザは、リンクを取得（Get a Link）オプションを選択
できる。このオプションにより、コラボレーションサービス１２４は、アイテムを共有す
るリンクを提供する。ユーザは、様々な方法でコピー及び／または配信するアクションを
行い得る。一アプローチでは、コラボレーションサービス１２４は、リンクの選択により
、対応するアイテムに対する許可を有するグループに参加するオプションが、エクスポー
ズ（expose）される。このグループは、必ずしも事前に決定されていなくてもよく、リン
クの受信者は、対応するグループに明示的にオプトインするまで、そのアイテムへはアク
セスが制限されまたはアクセスできない。グループのメンバーシップは、そのグループの
オプトインオプション（opt-in option）を行使する者により決定される。オプトインす
る受信者は、そのグループに対して確立されたそのアイテムに対する許可を与えられる。
その後、そのアイテムの所有者は、そのグループのメンバーとしてオプトインした受信者
のリストを見て、グループに対する許可を修正して、及び／または個人ベースでそのグル
ープのメンバーに対する許可を修正する。以下、手順の一例を説明し、その後に、グルー
プオプトインリンクの手法に関するさらなる詳細を示すユーザインタフェース例を説明す
る。
【００４４】
　図７は、共有アイテムのグループに明示的にオプトインするために構成されたリンクが
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生成される実施形態における手順７００を示す図である。オンラインストレージからのア
イテムを共有する共有リンクが、要求に応じて生成される（ブロック７０２）。前述の通
り、リンクを取得する要求は、ユーザに関連するオンラインストレージ１２６とインター
ラクションするためにクライアント装置１０２に出力されたユーザインタフェース１２２
を介して、形成できる。「リンクを取得（get a link）」要求は、前述の通り、様々なス
クリプト言語、プロトコル、及び／または通信手法を用いてフォーマットできる。
【００４５】
　一アプローチでは、コラボレーションサービス１２４は、前述のように、ナビゲーショ
ンパス２０２と共有鍵２０４を含む要求に応じて、リンクを生成する。コラボレーション
サービス１２４は、リンクを生成した後、ユーザに表示するため、そのリンクをクライア
ント装置１０２にリンクバックする。例えば、コラボレーションサービス１２４は、その
リンクを含むウェブページまたはその他の好適なユーザインタフェース１２２を構成し、
その要求に応じてクライアントにおいて出力するため、そのウェブページを返す。
【００４６】
　また、コラボレーションサービス１２４は、受信者により（例えば、クリックされまた
はナビゲートされて）リンクが選択された時、グループオプトインオプションがエクスポ
ーズされるようにリンクを構成し得る。これは様々な方法で行える。例えば、リンクを用
いてアイテムへのアクセスをする時、グループに参加するように適当なオプションを提示
するようにコラボレーションサービス１２４に促す識別子として、共有鍵２０４を用い得
る。コラボレーションサービス１２４により維持されるＡＣＬを用いて、ある共有鍵がグ
ループオプトインオプションをエクスポーズするように構成されることを指定し得る。コ
ラボレーションサービス１２４は共有鍵２０４（またはそれに含まれた識別子）を用いて
、許可と、ＡＣＬ中の対応するリンクのプロパティとをルックアップし得る。共有鍵２０
４のＡＣＬとのこのマッチングに基づき、コラボレーションサービス１２４は、リンクが
グループオプトインオプション用に構成されているか、判断できる。
【００４７】
　追加的にまたは代替的に、コラボレーションサービス１２４は、共有鍵２０４またはリ
ンク中に含まれた他のフィールドを調べて、その調査から直接的に、そのリンクがグルー
プオプトインオプション用に構成されていることを判断できる。例えば、共有鍵２０４に
関連する文字列または値をトグルとして用いて、グループオプトインオプションがアクテ
ィブになっているか選択的に示すことができる。よって、コラボレーションサービス１２
４は、共有リンクを生成する時に、そのトグルを設定してグループオプトインオプション
をアクティブ化できる。その後、受信者によりリンクが使われる時、コラボレーションサ
ービス１２４に、適当なオプションを提示するように促す。
【００４８】
　共有リンクは一または複数の受信者に配信される（ブロック７０４）。共有リンクは、
様々な方法でユーザに送信され、及び／または受信者に配信される。例えば、ブロック７
０２により生成された共有リンク１２８は、ユーザにそのリンクを見る及び／またはコピ
ーすることができようにするユーザインタフェース１２２に提示され得る。ユーザは、好
適な方法で選択された受信者にリンクを配信できる。例えば、ユーザは、リンクをメッセ
ージにコピーして、電子メール、インスタントメッセージ、テキストメッセージなどとし
て、選択された受信者にそのリンクを送信し得る。さらに、ユーザは、リンクをウェブサ
ービス／サイトにポストするアクションを取り、例えばソーシャルネットワークサービス
１０８でユーザプロファイルページにリンクを追加することができる。また、リンクは、
その他の、口頭、広告、（電子的及び／または物理的な）文書による通信などの手法を用
いて配信し得る。ユーザインタフェース１２２は、コピーできるリンクを提供するのに加
えて、図８を参照して下でさらに説明するように、一または複数の手法を用いて、リンク
の配信を容易にするように構成され得る。
【００４９】
　留意点として、上記の区別できる複数のリンクを生成して、グループオプトインオプシ
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ョンをアクティブ化できる。ユーザがそう選択すれば、ブロック７０２で生成された共有
リンク１２８は、図４ないし図６を参照して説明した手法を用いて、複数の公開ターゲッ
トに配信できる。例えば、ユーザは、図５の例と比較できる、公開ターゲットを選択する
ためのインタフェースをエクスポーズする公開オプションを選択できる。この場合、ユー
ザがリンクを公開する時に生成された区別できる複数のリンクは、グループオプトインオ
プションをアクティブ化するように構成し得る。これは、ブロック７０２により生成され
た共有リンク１２８を修正またはそうでなければ利用して、選択されたターゲットに対し
て複数の区別できるリンクを生成することにより行われる。区別できる複数のリンクのそ
れぞれは、共有鍵またはその他の好適な識別子を含み、グループオプトインオプションが
アクティブであることを示すように構成される。
【００５０】
　受信者による共有リンクの選択に応じて、受信者がそのアイテムに対する許可を有する
グループを選択するオプションがエクスポーズされる（ブロック７０６）。上記の通り、
コラボレーションサービス１２４は、選択されたリンクを調べて、グループオプトインオ
プションを示す共有鍵２０４またはその他の識別子を検出する。グループオプトインオプ
ションがアクティブであるとの決定により、受信者によりリンクが使われた時、サービス
は適当なオプションを提示する。いくつかの場合には、対応するリンクについてグループ
オプトインオプションがアクティブか否かがエンコードされているＡＣＬとの比較がなさ
れる。コラボレーションサービス１２４は、リンクが生成された時に、共有リンク１２８
内に組み込まれた値、文字列、またはトグルフィールド（toggle field）に基づき、グル
ープオプトインオプションがアクティブであることを知ることもできる。
【００５１】
　グループオプトインオプションが適当である場合、コラボレーションサービス１２４は
、そのオプションを受信者に提示するよう動作する。これは様々な方法で行える。例えば
、クライアント装置が表示するためのオプトインインタフェースまたはダイアログを出力
してもよい。オプトインインタフェースまたはダイアログは、グループに参加するオプシ
ョンを受信者に提示し、受信者がそのアイテムに対する許可を有するグループに明示的に
オプトイン（opt-in）できるようにする。また、受信者は、アカウントを選択して、図１
０ないし図１３を参照して後で説明する手法によりアイテム／グループと関連付ける。
【００５２】
　より一般的には、留意点として、異なるセクションで説明する共有リンクに関連する異
なる手法は、様々な方法で結合できる。よって、区別できる複数のリンク、グループオプ
トインリンク、及びワンタイム共有リンクについて説明する手法は、個別に実施してもよ
いし、及び／またはいくつかのシナリオでは組み合わせて複数の目的のために構成された
共有リンクを生成してもよい。
【００５３】
　オプションを行使する受信者は、そのアイテムに対する許可を有するグループに追加さ
れる（ブロック７０８）。具体的に、オプトインした受信者のメンバーとしての追加を反
映するように、アイテムに対してＡＣＬその他に確定された許可（permissions）は更新
される。これには、オプトインする受信者のアカウント識別子及び／または認証情報を、
グループ、許可、及び／またはアイテムと関連付けて、その受信者をそのグループのメン
バーにするステップを含んでもよい。
【００５４】
　上記の通り、グループメンバーシップはグループオプトインオプションを行使する者に
より決定され、それゆえグループはメンバーシップやサイズの点で必ずしも予め決められ
ていない。アイテム／グループの所有者は、そのグループを生成するために各メンバーを
マニュアルで選択する必要はなく、個人の連絡先情報を有している必要はない。むしろ、
所有者はブロック７０２によりリンクを取得し、公開サイトにそのリンクをポストでき、
またはそのリンクを配信できる。この場合、そのリンクは事実上公開され、そのリンクを
有する者は誰でもそのリンクを用いて少なくともそのアイテムのグループオプトインオプ
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ションにアクセスできる。
【００５５】
　グループオプトインオプションは、アイテムに対する許可が、オプトイン前の第１アク
セスレベルから、オプトイン後の第２アクセスレベルまで変化する層状アクセスレベルア
プローチを実装できる。最初、リンクは、そのアイテムに対する最初の基本的許可（basi
c permissions）に関連付けられる。最初の許可はデフォルトで設定され、及び／または
ユーザにより指定され得る。一般的に、共有リンクにより得られる最初の許可により、そ
のアイテムに限定的なアクセスができ、またはアクセスできない。例えば、最初の許可は
、アイテムのビューイングまたはそのアイテムのプリビューのみのビューイングに、アク
セスを限定するように設定してもよい。あるいは、アクセスを、そのアイテムのグループ
オプトインオプションを取得してそれについて決定を下すことに限定してもよい。オプト
インにより、許可が、最初の基本的許可から、グループに対して確立されたアイテムに対
する強化された許可（enhanced permissions）に変わる。例えば、グループにより利用可
能になる強化された許可は、アイテムのビューイングに加えて編集が可能となるように設
定できる。このように、共有リンクによるオプトイン前と、グループによるオプトイン後
とで、様々な異なるアクセスレベルがアイテムと関連付けられてもよい。
【００５６】
　オプトインした受信者の表示が、オンラインストレージのビューイング及び管理のため
にユーザインタフェースにアイテムに関連付けられて提示され（ブロック７１０）、受信
者の管理が、個別にかつ共有リンクの管理とは別途に行える（ブロック７１２）。
【００５７】
　前述の異なるターゲットのための区別できる複数の共有リンクに関して、グループオプ
トインのために構成されたリンクと、そのグループ内のメンバーは、互いに別途管理でき
る。よって、コラボレーションサービス１２４は、記憶されたアイテムをレビュー及び管
理するために提示されたユーザインタフェース内に、アイテムへのグループリンクとグル
ープメンバーを別々に表し得る。例えば、異なるグループメンバーの表示及び／またはグ
ループオプトインリンクは、図３を参照して説明したように、ユーザインタフェース１２
２の共有部３０８を介してリストできる。このようにして、ユーザは、あるアイテムの各
リンクと各メンバーをレビューして、関連する許可を見て、及び／またはグループ及び／
またはグループの個々のメンバーの許可を別々に管理できる。これは、許可の個別の変更
、一または複数のメンバーの削除、及び／またはすでにオプトインしたメンバーのアクセ
ス許可に影響を与えないリンクの無効化などのアクションを含むが、これらに限定されな
い。グループリンクとメンバーの管理に関しては、図８と図９のユーザインタフェース例
を参照してさらに詳細に説明する。
【００５８】
　図８は、任意のグループに配信するリンクを取得するのに利用できるユーザインタフェ
ース１２２の一例を示すダイヤグラム８００を示す図である。この例のユーザインタフェ
ース１２２は、前出のユーザインタフェース例と同様に、通信モジュール１１６により提
供されるユーザインタフェース８０２内に組み込まれたように示されている。少なくとも
いくつかの実施形態では、図８に示したインタフェース例は、図３の共有部分３０８内に
現れる「リンクを取得（Get a Link）」オブジェクトの選択に応じて、提示される。
【００５９】
　ここで、ユーザインタフェース１２２の例は、図３の「再会（Reunion）」フォルダの
共有リンク１２８を提供するように動作可能である。この場合、インタフェースは、ユー
ザがコピーして様々な方法で配信できる実際のリンク（前のセクションの区別できる複数
のリンクの公開とは逆に）実際のリンクを提供する。具体的に、リンク部８０４は、前に
説明したように、コラボレーションサービス１２４により生成されたリンクを返す。上記
の通り、リンクは、受信者により選択された時、グループオプトインオプションが提示さ
れるように構成できる。一アプローチでは、リンクに関連した共有鍵２０４は、コラボレ
ーションサービス１２４がリンクを解釈する時に、オプションをエクスポーズさせるよう
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に設定される。
【００６０】
　図８のユーザインタフェース１２２の例は、さらに、許可部８０６、配信部８０８、及
び終了コントロール８１０を含む。前出の例と同様に、許可部８０６により、生成される
リンクに関連付ける許可の選択ができる。例えば、許可部５１０により、ユーザは、返さ
れるリンクが、対応するアイテムに対する見て、編集し、移動し、及び／または管理権（
admin rights）を付与できるか、選択できる。ユーザは、図７を参照して説明した層状ア
クセスレベルアプローチにより、オプトイン前の最初の許可と、オプトイン後の強化され
た許可との両方を設定できる。
【００６１】
　配信部８０８が含まれ、リンクを共有する様々なオプションを提供する。例えば、配信
部８０８の例は、オプションを電子メールまたはインスタントメッセージで配信するオプ
ションを提供する。これらのオプションの選択を用いて、サービスプロバイダ１０６、デ
フォルトメッセージングプログラム、サードパーティメッセージングサービスなどにより
、リンクを含む適当なメッセージを自動的に生成できる。また、異なるサイトへのリンク
の公開を可能にするポストオプションが設けられる。少なくともいくつかの場合には、ポ
ストオプションは、図５の例と同様のインタフェースにリンクし、そのインタフェースに
より異なる公開ターゲットの選択及び／または異なる公開ターゲットのための区別できる
複数のリンクの生成が可能になる。この場合、区別できる複数のリンクが、リンク部８０
４で返されたリンクに対応して生成され、選択されると、オプトインオプションをエクス
ポーズさせる。前述の通り、異なる共有鍵２０４が異なる区別できる複数のリンクに関連
付けられてもよい。
【００６２】
　終了コントロール８１０は、選択されると、インタフェースが閉じられ、ホームページ
またはコラボレーションサービス１２４のスタートページに戻り、例えば図３に示したイ
ンタフェース例に戻る。
【００６３】
　図９は、グループに参加するオプションを行使する受信者のレビュー及び管理をする共
有部を示すダイヤグラム９００を示す図である。具体的に、図３のアイテム詳細部３０６
は、「再会（Reunion）」フォルダへのリンクが配信され、一または複数の受信者が対応
するグループにオプトインした後に表示される。この例は、共有部分３０８が再構成され
、オプトインする個人のリスト９０２を含む点を除いて、図６の例と同様である。各個人
の表示は対応する許可コントロール９０４とともに設けられる。許可コントロール９０４
により、ユーザは、異なる個別のリンクに関連した許可を個別に見て管理できる。例えば
、許可コントロール９０４は、個々のリンクに対するアクセスレベル（例えば、ビュー、
編集、移動、コピー、印刷、管理など）を選択するように動作可能なリストボックスとし
て例示されている。
【００６４】
　また、配信されたリンクを非アクティブ化するように動作可能な非アクティブ化（deac
tivate）コントロール９０６が設けられる。非アクティブ化されると、リンクはもはやグ
ループにオプトインするのに使えない。少なくともいくつかの実施形態では、リンクの非
アクティブ化またはリンクに関連する許可の変更は、すでにグループに追加されたユーザ
には影響しない。このように、個別のユーザは個別に、共有リンク自体とは別に管理され
る。他のアプローチでは、リンクの無効化または許可の変更は、グループのすべてのメン
バーにその変更を適用する。
【００６５】
　共有アイテムアカウント選択
　このセクションは、受信者が、対応する共有アイテムにアクセスするのに用いたいアカ
ウントを選択できるように構成されたリンク１２８の共有手法を説明する。以下の説明の
一部では、図１の環境例１００と、図３のユーザインタフェース例とを再び参照する。一
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般的に言って、ユーザは、コラボレーションサービス１２４により関連オンラインストレ
ージ１２６にアクセスできる。ユーザは、リンクを送信（Send a Link）オプションを選
択できる。このオプションにより、コラボレーションサービス１２４は、アイテムを共有
するリンクを提供する。ユーザは、選択された個人にリンクを送信するアクションをする
。ユーザは、幾人かの個人については限定された連絡先情報しか持たず、それゆえ幾人か
の受信者が共有アイテムにアクセスするのに使いたいアドレスやアカウントに、リンクを
送れない。以下に説明するように、コラボレーションサービス１２４は、ワンタイム共有
リンクとして、送信動作に応じて生成された共有リンク１２８を構成する。一般的に、ワ
ンタイム共有リンクにより、受信者は、アイテムへのその後のアクセスに用いるアカウン
トを選択または登録することを目的とする、共有アイテムへの限定されたワンタイムアク
セスを取得できる。ワンタイム共有リンクは、一旦履行されると、そのアイテムへの強化
された許可を取得するためにその後にアクセスしても無効とされ得る。ワンタイム共有リ
ンクは、リードオンリーアクセスなどの限定されたアクセスに対して有効であり続けても
、そうしなくてもよい。このようにして、受信者は、アイテムの所有者／共有者がアカウ
ントの上方にコンタクトせずに、またはアカウントへのリンクを送信せずに、共有アイテ
ムにアクセスするのに最も便利だと分かったアカウントを選択できる。以下、手順例を説
明し、その後に、ワンタイム共有リンクの手法に関するさらなる詳細を示すユーザインタ
フェース例を説明する。
【００６６】
　図１０は、共有アイテムにアクセスするアカウントの選択にワンタイム共有リンクを利
用する一実施例における手順１０００を示す。
【００６７】
　オンラインストレージに保持されたアイテムへの共有リンクについて、選択された受信
者が決定される（ブロック１００２）。これを行う一方法は、一または複数の受信者への
リンクの送信を可能にするように設けられたユーザインタフェースによるものである。例
えば、コラボレーションサービス１２４は、ネットワーク１１０によりクライアント装置
１０２によりアクセスできるユーザインタフェース１２２を出力できる。ユーザインタフ
ェース１２２は、あるコンテンツアイテムを共有するリンク送信（send a link）コント
ロールの選択に応じて出力され得る。ユーザインタフェース１２２により、ユーザは、一
または複数の受信者を選択し、既知の連絡先情報を入力し、及び／または一または複数の
受信者にリンクを送信する要求を送信できる。コラボレーションサービス１２４は、意図
された受信者を特定する要求を受信して処理する。これには、その要求を解析して、一ま
たは複数の受信者の連絡先情報を抽出するステップを含み得る。
【００６８】
　選択された複数の受信者のそれぞれについて、異なるワンタイム共有リンクが生成され
る。ここで、コラボレーションサービス１２４は、各個別の受信者に対して異なるワンタ
イム共有リンクを生成できる。これは、図４ないし図６を参照して説明した、異なる公開
ターゲットのために区別できる複数のリンクを生成するのとほぼ同じ方法で行える。例え
ば、ここで説明する他のリンクと同様に、リンクは、ナビゲーションパス２０２と共有鍵
２０４を有するようにフォーマットされ得る。ワンタイム共有リンクは、リンクをワンタ
イム共有リンクとして指定するのに十分な情報を含み、コラボレーションサービス１２４
にそのリンクをワンタイム共有リンクとして特定させることができる。一アプローチでは
、共有鍵２０４は、リンクをワンタイム共有リンクとして指定するＡＣＬにマップされ得
る。また、リンク内に含まれる共有鍵２０４またはその他の好適な識別子を用いて、リン
クがワンタイム共有リンクであることをフラグすることができる。どんな場合でも、コラ
ボレーションサービス１２４は、リンクを調べて、何らかの方法でそのリンクがワンタイ
ム共有リンクであるか判断し、そのリンクを適宜処理することができる。
【００６９】
　適当なワンタイム共有リンクが生成されると、コラボレーションサービス１２４は、指
定された各受信者に、一意的なワンタイム共有リンクを有する通知を送信する。コラボレ
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ーションサービス１２４は、例えば、電子メール、インスタントメッセージ、テキストメ
ッセージなどを含む異なるメッセージングサービスにより通知を送信できる。いくつかの
場合には、コラボレーションサービス１２４は、ソーシャルネットワークなどの関連パー
トナーサイトにより通知を送信できる。その場合、受信者は、そのパートナーサイトによ
り提供されるメッセージング機能により通知される。
【００７０】
　上記の通り、何らかの方法でワンタイム共有リンクとして指定されたリンクにより、受
信者は、アイテムへのその後のアクセスに用いるアカウントを選択または登録することを
目的とする、共有アイテムへの限定されたワンタイムアクセスを取得できる。このように
して、受信者は、アイテムの所有者／共有者がアカウントの上方にコンタクトせずに、ま
たはアカウントへのリンクを送信せずに、共有アイテムにアクセスするのに最も便利だと
分かったアカウントを選択できる。
【００７１】
　そうするため、受信者が、アイテムへのアクセスに用いるアカウントを選択するオプシ
ョンが、その受信者による共有リンクの選択に応じてエクスポーズされる（ブロック１０
０６）。アカウントを選択するオプションは、様々な方法で異なる時に提供できる。例え
ば、認証シーケンス中の適当な時にアカウントの選択を可能にするアカウント選択ユーザ
インタフェースまたはダイアログを提示してもよい。ユーザは、ダイアログにより、カレ
ントアカウントを選択、異なるアカウントを選択、及び／または共有アイテムにアクセス
するための新しいアカウントを作成するように促される。ダイアログの例は図１３を参照
して下で説明する。
【００７２】
　アカウント選択オプションを提示するタイミングは、ワンタイム共有リンクに関連する
アクセス許可に依存し得る。例えば、アイテムへのアクセスが提供される前に、サインイ
ンを求めるリンクが構成し得る。この場合には、リンクが利用されるとすぐに、アカウン
トを選択するオプションを組み込んだ認証シーケンスが始まる。他方、ビューオンリーア
クセスなどのいくつかのアクセスレベルがリンクにより与えられる場合、リンクの選択に
より、すぐには認証シーケンスが開始されない。そのかわり、アイテムへの適当なアクセ
スが与えられ、リンクの受信者はアイテムを見られる。受信者がサインイン及び／または
異なるアクセス特権を要するアクションを試みると、その時に、アカウントを選択するオ
プションを組み込んだ認証シーケンスが開始される。アイテムへのアクセスとアカウント
選択とを制御するために利用できる認証シーケンスの一例は、図１１を参照して後で説明
する。
【００７３】
　アイテムに対する許可は、選択されたアカウントと関連づけられ（ブロック１００８）
、オブジェクトに対する許可を得ようとするその後の使用について、リンクが無効化され
る（ブロック１０１０）。このように、アカウントを選択するオプションは、ワンタイム
共有リンクを用いて行使され、選択されたアカウントがアイテムに対する許可を与えられ
る。これは、ＡＣＬその他により、アカウントをアイテムと関連づけることにより行える
。
【００７４】
　グループオプトインオプションに関して上で説明した層状アクセスレベルアプローチと
同様に、ワンタイム共有リンクと共に、複数の異なるアクセスレベルを用いることもでき
る。ここで、第１のアクセスレベルは、リンクが履行される前のワンタイム共有リンクに
関連づけられ得る。例えば、未履行のリンクは、ユーザがアイテムを単に見ることができ
る、未認証のユーザの最初の基本的許可に関連付けられる。再び、最初の許可はデフォル
トで設定され、及び／またはユーザにより指定され得る。一般的に、最初の許可はアイテ
ムへの限定されたアクセスを与えるまたはアクセスを与えない。アカウントの選択による
リンクの履行により、許可は、最初の基本的許可から、リンクが生成された時に、認証さ
れたユーザに対して確立される強化された許可に変化する。例えば、強化された許可は、
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アイテムのビューイングに加えて編集が可能となるように設定できる。このように、様々
な異なるアクセスレベルは、ワンタイム共有リンクを用いてアイテムと関連づけられてお
り、リンクを履行した後にそのリンクのユーザに与えられる。
【００７５】
　ワンタイム共有リンクが一旦履行されると、コラボレーションサービス１２４は、その
アイテムに後でアクセスしてもそのリンクを無効とする。例えば、ＡＣＬが更新され、ワ
ンタイム共有リンクが履行されたことを反映する。これは、リンクに関連する共有鍵２０
４を無効（revoke）にすることにより、またはワンタイム共有リンクの特権を向こうにす
る他の好適な方法で行える。ワンタイム共有リンクはもはやアイテムにアクセスするには
、またはアイテムに対する許可を得るには有効ではない。許可は選択されたアカウントに
関連付けられ、その後のアイテムへのアクセスに用いることができる。
【００７６】
　ここで、一または複数の実施形態によるアカウントの選択に利用されるワンタイム共有
リンクを利用する認証シーケンスの手順１１００を示す図１１を検討する。共有アイテム
のワンタイム共有リンクの選択が検出される（ブロック１１０２）。リンクが共有アイテ
ムへのアクセスを得るためにサインインを含むか、決定する（ブロック１１０４）。この
決定は、本文献の前の方で説明したリンクにアサインされた層状アクセスレベルに基づい
てもよい。例えば、共有アイテムに対するワンタイム共有リンクを生成する時に、サイン
インが任意的にユーザにより必要とされる。事実上、ワンタイム共有リンクは、対応する
共有アイテムにアクセスするのに用いるアカウントを選択する目的で、限定されたアクセ
スを提供する。
【００７７】
　リンクがサインインを含まない場合、アイテムへのアクセスは未認証の許可（unauthen
ticated permissions）で可能とされる（ブロック１１０６）。未認証の許可は、ワンタ
イム共有リンクが生成された時、デフォルトにより、またはユーザ選択により設定された
最初の基本的許可を表す。その後、システムは、サインインを含むアクションをモニタま
たは検出できる（ブロック１１０８）。留意点として、未認証のアクセスは、リンク履行
を強制することにより、ディスエーブルできる。この場合、所有者は、リンク生成の時点
で、許可が与えられる前に、共有リンクを履行することを指定できる。事実上、リンクは
未認証の許可無しで構成され、受信者は関連したリンクを履行する前にアイテムを見るこ
とすらできなくてもよい。
【００７８】
　ブロック１１０４により、リンクがサインインを要求し、ブロック１１０８により、サ
インインを要求するアクションが検出されたとき、ユーザがすでにサインインしているか
の判断が行われる（ブロック１１１０）。ユーザは、まだサインインしていなければ、ロ
グインにリダイレクトされ（ブロック１１１２）、選択されたアカウントに認証される（
ブロック１１１４）。これは、任意の好適な認証手法を用いて、コラボレーションサービ
ス１２４及び／またはサービスプロバイダ１０２を介してアクセスできる認証サービスに
より行われ得る。一般的に、ユーザは、アクセスする認証情報（例えば、ユーザ名とパス
ワード）とアカウントを提供し、それらはユーザが主張している人間であるか確認するた
めに検証される。少なくともいくつかの実施形態では、ユーザは、この時点でアイテムに
アクセスするのに用いたいアカウントにログインするように促される。追加的にまたは代
替的に、アカウント選択プロンプトは、後で説明するように認証シーケンス内で行われて
もよい。
【００７９】
　ブロック１１１４でユーザを認証した後、ブロック１１１０でユーザがすでにサインイ
ンすると、ユーザが共有アイテムに認証されたアクセスを有するか判断される（ブロック
１１１６）。有する場合、ワンタイム共有リンクは履行（redeem）され（ブロック１１１
８）、認証された許可で共有アイテムへのアクセスが提供される（ブロック１１２０）。
この場合、ユーザは共有アイテムに対する許可をすでに有しているカレントアカウントを
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用いたいと仮定することができる。そのため、異なるアカウントを選択することを促さず
に、アクセスが認められる。別の一アプローチでは、ブロック１１１６でユーザがすでに
認証されたアクセスを有している場合には、ユーザがアカウントをスイッチできるスイッ
チアカウントオプションが提供される。しかし、図示した例では、すでにアクセスを有す
るカレントアカウントによるアクセスが認められ、そうでなければ、リンクが履行され、
その後の使用には無効化される。
【００８０】
　そうでなければ、ブロック１１１６でユーザが認証されたアクセスを有さない場合、ワ
ンタイム共有リンクの有効性を判断する（ブロック１１２２）。ここで、リンクが以前に
履行されたか確認するチェックをする。ワンタイム共有リンクが有効でなく、アクセスが
拒否されると（ブロック１１２４）、ワンタイム共有リンクが共有アイテムへのアクセス
をするのに有効でないことを示すエラーメッセージが提示される。
【００８１】
　他方、ワンタイム共有リンクが有効であると判断されると、任意的な自動履行オプショ
ン（auto-redeem option）が設定されているかチェックされる（ブロック１１２６）。自
動履行オプションは、ワンタイム共有リンクが自動的に、またはアカウント選択ダイアロ
グにより履行されるかを制御する設計パラメータとして選択的に設定できる。追加的にま
たは代替的に、自動履行オプションの設定パラメータは、アイテム及び／またはユーザア
カウントと関連づけられ得る。この例では、設定可能パラメータは、アイテムの所有者に
より、及び／またはリンク受信者のアカウントに対して個別に設定され得る。自動履行オ
プションが設定された場合、フローはブロック１１１８と１１２０に戻り、ワンタイム共
有リンクが自動的に履行され、共有アイテムへのアクセスに認証された許可が提供される
。これは、ユーザにプロンプトを出力せずに行われる。
【００８２】
　しかし、自動履行オプションが設定されていない場合、ユーザにアカウントの選択を促
すアカウント選択ダイアログ（例えば、履行ダイアログ）が出力される（ブロック１１２
８）。アカウント選択ダイアログを介して取得した入力に基づき、カレントアカウントを
使うか、他のアカウントを選択するか判断する（ブロック１１３０）。カレントアカウン
トが選択された場合、フローは再びブロック１１１８と１１２０に戻り、ワンタイム共有
リンクが履行され、共有アイテムへのアクセスに認証された許可が提供される。そうでな
ければ、フローはブロック１１１２に戻り、ユーザがログインにリダイレクトされ、異な
るアカウントへの認証が行われる。それゆえ、ブロック１１３０でカレントアカウントが
選択されるまで、異なるアカウントについて、ブロック１１１２乃至１１３０が繰り返さ
れる。
【００８３】
　図１２は、選択された連絡先（contacts）へのリンクを送るのに利用できるユーザイン
タフェース１２２の一例を示すダイヤグラム１２００を示す図である。再び、ユーザイン
タフェース１２２は、前出の例と同様に、通信モジュール１１６により提供されるユーザ
インタフェース１２０２内に組み込まれたように示されている。少なくともいくつかの実
施形態では、図１２に示したインタフェース例は、図３の共有部分３０８内に現れる「リ
ンクを送信（Send a Link）」オブジェクトの選択に応じて、提示される。
【００８４】
　ここで、ユーザインタフェース１２２の例は、図３の「再会（Reunion）」フォルダの
共有リンク１２８を提供するように動作可能である。この場合、このインタフェースを用
いて、コラボレーションサービス１２４に、前述のようにフォーマットされ、配信され、
利用される、選択された受信者のためのワンタイム共有リンクを生成し配信させる要求を
送信できる。具体的には、選択された受信者の電子メールアドレスやその他の連絡先情報
を入力するのに使えるアドレス部１２０４が示されている。上記の通り、送信者は、必ず
しも、受信者が共有アイテムにアクセスするのに結局は選択するアカウントへのリンクを
送信する必要はない。メッセージ部１２０６には、送信者が、共有リンクとともに個人的
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なメッセージを任意的に含めることができる。また、サインイン要求コントロール（requ
ire sign-in control）１２０８は、サインイン（sign-in）が受信者によりアイテムへの
アクセスに含まれるか、選択的に設定するよう動作可能である。サインイン要求が設定さ
れている場合、オンライン共有リンクは、アカウントを選択する目的で、共有アイテムへ
の限定されたアクセスを提供するように構成されている。そうでなければ、未認証ユーザ
のために確立されたデフォルトまたは選択されたアクセスレベルは、ダイアログにより生
成されるワンタイム共有リンクと関連づけられてもよい。この具体例には示していないが
、送信者は、図１０と図１１を参照して説明した手法により、サインイン前の最初の許可
（例えば、未認証許可）とサインイン後の強化された許可（例えば、認証済み許可）の両
方のアクセスレベルを指定する許可コントロールまたはメニューにアクセスすることもで
きる。
【００８５】
　図１２のユーザインタフェース１２２の例は、さらに送信コントロール１２１０を含む
。送信コントロール１２１０を送信して、コラボレーションサービス１２４に、ユーザイ
ンタフェース１２２により選択された受信者に基づき、適当なワンタイム共有リンクを生
成し配信させる要求を送信できる。
【００８６】
　図１３は、一または複数の実施形態によるアカウント選択ダイアログ１３０２の一例を
示すダイヤグラム１３００を示す。アカウント選択ダイアログ１３０２は、前述のように
、認証シーケンス中の様々な時にエクスポーズされ、適当な時に、ユーザに、共有アイテ
ムへのアクセスに用いるアカウントを選択できるようにする。例えば、アカウント選択ダ
イアログ１３０２は、図１１を参照して説明した認証シーケンスにおいて、ブロック１１
２８でエクスポーズされ得る。
【００８７】
　ここで、アカウント選択ダイアログ１３０２は、ユーザが現在認証されているアカウン
トを示すカレントアカウント表示１３０４を含む。ユーザは、ダイアログに設けられた継
続（Continue）コントロール１３０６を選択して、カレントアクセスを用いて対応する共
有アイテムへのアクセスをする。ユーザは、そう選択した場合、ダイアログにより提供さ
れるスイッチアカウント（Switch Accounts）コントロール１３０８を選択してもよい。
スイッチアカウントコントロール１３０８の選択により、異なるアカウントを選択する、
及び／またはアカウントに認証するための対応する認証情報を提供するログインプロセス
へのリダイレクトがなされる。
【００８８】
　共有リンクを生成及び使用する様々な手法に関して詳細を検討したので、ここで、一ま
たは複数の実施形態による様々な手法を実施するのに利用できるシステムと装置の例につ
いて説明する。
【００８９】
　システム及び装置の例
　図１４は、図１を参照して説明したコンピューティング装置１０２を含む複数装置環境
１４００を示す図である。複数装置環境１４００により、パーソナルコンピュータ（ＰＣ
）、テレビジョン装置、及び／またはモバイル装置上でアプリケーションを実行した時に
シームレスなユーザ体験をできるユビキタス環境が可能となる。サービスとアプリケーシ
ョンは、アプリケーションの利用、ビデオゲームのプレイ、ビデオの視聴などの際、一装
置から次の装置に移行する時、共通のユーザ体験のために３つの環境すべてでほぼ同様に
実行される。
【００９０】
　複数装置環境１４００において、複数の装置は中央コンピューティング装置により相互
接続されている。中央コンピューティング装置は複数の装置に対してローカルであっても
、複数の装置からリモートに配置されていてもよい。一実施形態では、中央コンピューテ
ィング装置は、ネットワーク、インターネット、またはその他のデータ通信リンクにより
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複数の装置に接続された一または複数のサーバコンピュータのクラウドであり得る。一実
施形態では、この相互接続アーキテクチャにより複数装置にまたがる機能は、その複数装
置のユーザに共通かつシームレスの体験を提供できる。複数の装置のそれぞれは、異なる
物理的要求と能力を有し、中央コンピューティング装置は、その装置に、その装置に合わ
せてあるが、すべての装置に共通の体験を配信できる。一実施形態では、ターゲット装置
のクラスが生成され、体験は一般的な装置のクラスに合わせられる。装置のクラスはその
装置の物理的特徴、使用のタイプ、その他の共通の特徴により確定できる。
【００９１】
　様々な実施形態において、コンピューティング装置１０２は、コンピュータ１４０２、
モバイル１４０４及びテレビジョン１４０６などの様々な異なる構成を使うものと仮定し
てもよい。これらの構成はそれぞれ、概して異なる構成と機能を有し、そのためコンピュ
ーティング装置１０２は、一または複数の異なる装置クラスにより構成され得る。例えば
、コンピューティング装置１０２は、パーソナルコンピュータ、デスクトップコンピュー
タ、マルチスクリーンコンピュータ、ラップトップコンピュータ、ネットブックなどを含
むコンピュータの装置クラス１４０２として実施できる。
【００９２】
　コンピューティング装置１０２は、携帯電話、携帯音楽プレーヤ、携帯ゲーム装置、タ
ブレットコンピュータ、マルチスクリーンコンピュータなどのモバイル装置を含むモバイ
ル装置クラス１４０４として実施することもできる。コンピューティング装置１０２は、
気軽な視聴環境で一般的には大きなスクリーンを有しまたは接続された装置を含むテレビ
ジョン装置クラス１４０６として実施してもよい。これらの装置は、テレビジョン、セッ
トトップボックス、ゲームコンソールなどを含む。ここに説明した手法は、コンピューテ
ィング装置１０２のこれらの様々な構成によりサポートされ得るが、手法で説明する具体
的な例には限定されない。これは、クライアント装置１０２に通信モジュール１１６を含
めることにより例示する。例えば、異なる装置はその装置に適合された異なる通信モジュ
ール１１６（例えば、ブラウザ）を含み、その通信モジュール１１６により、ここに説明
したコラボレーションサービス１２４とオンラインストレージ１２６を含むプラットフォ
ーム１４１０の様々なリソース１２０にアクセスできる。
【００９３】
　クラウド１４０８は、リソース１２０のプラットフォーム１４１０を含む及び／または
表す。プラットフォーム１４１０は、基礎となるハードウェアの機能（例えば、サーバ）
とクラウド１４０８のソフトウェアリソースを抽象したものである。リソース１２０は、
コンピュータ処理がコンピューティング装置１０２とは離れたところにあるサーバ上で実
行されている間に利用できるアプリケーション及び／またはデータを含み得る。リソース
１２０は、インターネット及び／または加入者ネットワーク、例えばセルらネットワーク
やＷｉＦｉネットワークを介してサービスとして提供できる。
【００９４】
　プラットフォーム１４１０は、コンピューティング装置１０２を他のコンピューティン
グ装置と接続するリソースと機能を抽象化している。また、プラットフォーム１４１０は
、リソースのスケーリングを抽象するよう機能し、プラットフォーム１４１０を介して実
現されるリソース１２０へのデマンドに対応するスケールのレベルを提供する。したがっ
て、相互接続された装置環境では、ここに説明した機能の実装は、複数装置環境１４００
にわたって分散していてもよい。例えば、これらの機能は、部分的にはコンピューティン
グ装置１０２に実装され、またクラウド１４０８の機能を抽象したプラットフォーム１４
１０を介して実装され得る。
【００９５】
　図１５は、システム例を１５００で示した。このシステムは、ここで説明した様々な実
施形態を実施する一または複数のコンピューティングシステム及び／またはデバイスを表
すコンピューティングデバイス１５０２を含む。コンピューティングデバイス１５０２は
、例えば、サービスプロバイダ１０６のサーバ、クライアント装置１０２、システムオン
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チップ、及び／または他の好適なコンピューティングデバイスまたはコンピューティング
システムであり得る。
【００９６】
　コンピューティングデバイス１５０２の例としては、一または複数のプロセッサ１５０
４または処理ユニット、一または複数のメモリ及び／またはストレージコンポーネント１
５０８を含む一または複数のコンピュータ読み取り可能媒体１５０６、入出力（Ｉ／Ｏ）
デバイスの一または複数の入出力（Ｉ／Ｏ）インタフェース１５１０、及び様々なコンポ
ーネントとデバイスが互いに通信できるバス１５１２が含まれる。コンピュータ読み取り
可能媒体１５０６及び／または一または複数のＩ／Ｏデバイスは、コンピューティングデ
バイス１５０２の一部として含まれ、あるいはコンピューティングデバイス１５０２に結
合している。バス１５１２は、メモリバス又はメモリコントローラ、ペリフェラルバス、
アクセラレーテッドグラフィックスポート、及び様々なバスアーキテクチャを用いたプロ
セッサ又はローカルバスを含む複数タイプのバス構成のいずれでもよい。バス１５１２は
有線バス及び無線バスを含み得る。
【００９７】
　一または複数のプロセッサ１５０４は、それが形成された材料や利用された処理メカニ
ズムには限定されない。例えば、プロセッサは、半導体及び／またはトランジスタ（例え
ば、電子集積回路（ＩＣ））により構成され得る。かかるコンテクストでは、プロセッサ
実行可能命令は電子的に実行可能な命令である。メモリ／ストレージコンポーネント１５
０８は、一または複数のコンピュータ読み取り可能媒体に関連するメモリ／ストレージキ
ャパシティを表す。メモリ／ストレージコンポーネント１５０８は、（ＲＡＭ（random a
ccess memory）などの）揮発性媒体、及び／又は（ＲＯＭ（read only memory）、フラッ
シュメモリ、光ディスク、磁気ディスクなどの）不揮発性媒体を含み得る。メモリ／スト
レージコンポーネント１５０８は、（ＲＡＭ、ＲＯＭ、固定ハードディスクドライブなど
の）固定媒体、及び（フラッシュメモリドライブ、リムーバブルハードディスクドライブ
、光ディスクなどの）リムーバブル媒体を含み得る。
【００９８】
　入出力インタフェース１５１０により、ユーザはコンピューティングデバイス１５０２
にコマンドと情報を入力でき、様々な入出力デバイスを用いて、ユーザ及び／又は他のコ
ンポーネントやデバイスに情報を提供できる。入力装置の例には、キーボード、タッチス
クリーンディスプレイ、カーソル制御装置（例えば、マウス）、マイクロホン、スキャナ
などが含まれる。出力装置の例には、ディスプレイ装置（例えば、モニタやプロジェクタ
）、スピーカ、プリンタ、ネットワークカードなどが含まれる。
【００９９】
　ここでは、ソフトウェア、ハードウェア（固定論理回路）、またはプログラムモジュー
ルの一般的なコンテクストで、様々な技術を説明する。一般的に、かかるモジュールには
、あるタスクを実行し、またはある抽象的データタイプをインプリメントするルーチン、
プログラム、オブジェクト、要素、コンポーネント、データ構造などが含まれる。これら
のモジュールや技術のインプリメンテーションは、コンピュータ読み取り可能媒体に格納
でき、又はコンピュータ読み取り可能媒体の形式で伝送できる。コンピュータ読み取り可
能媒体は、計算装置によりアクセスできる様々な利用可能な媒体を含み得る。限定ではな
く例として、コンピュータ読み取り可能媒体は「コンピュータ読み取り可能記憶媒体」と
「通信媒体」とを含む。
【０１００】
　「コンピュータ読み取り可能記憶媒体」は、単なる信号送信、搬送波、信号自体と異な
り、情報の持続的及び／または非一時的記憶を可能にする媒体及び／またはデバイスを言
う。このように、コンピュータ読み取り可能記憶媒体は非信号運搬媒体を言う。コンピュ
ータ読み取り可能記憶媒体は、説明した手法の複数の態様を実施する実施形態で利用でき
る、命令を有するハードウェア要素、モジュール、及び／またはハードウェア形式で実施
された固定デバイスロジックも含む。
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　コンピュータ読み取り可能記憶媒体には、コンピュータ読み取り可能命令、データ構造
、プログラムモジュール、論理要素／回路その他のデータなどの情報を記憶するのに適し
た方法や技術で実施された、揮発性および不揮発性、取り外し可能および取り外し不能な
媒体及び／またはストレージデバイスを含む。コンピュータ読み取り可能記憶媒体は、所
望の情報の記憶に適した、コンピュータによりアクセスできる、ＲＡＭ、ＲＯＭ、ＥＥＰ
ＲＯＭ、フラッシュメモリその他のメモリ技術、ＣＤ－ＲＯＭ、デジタルバーサタイルデ
ィスク（ＤＶＤ）その他の光ディスク記憶媒体、ハードディスク、磁気カセット、磁気テ
ープ、磁気ディスクストレージその他の磁気ストレージデバイス、集積回路またはチップ
のハードウェア要素（例えば、固定ロジック）またはその他のストレージデバイス、有体
媒体、製品を含むが、これらに限定されない。
【０１０２】
　「通信媒体」は、ネットワークなどを介して、コンピューティングデバイスのハードウ
ェアに命令を送信するように構成された信号運搬媒体を言う。通信媒体は、一般的に、コ
ンピュータ読み取り可能命令、データ構造、プログラムモジュール、その他の変調データ
信号（例えば、搬送波、データ信号、その他のトランスポートメカニズム）中のデータを
化体することができる。通信媒体は、任意の情報配信媒体も含む。「変調データ信号」と
の用語は、情報を信号にエンコードするように設定または変更された特徴を有する信号を
意味する。限定でなく例示として、通信媒体は、優先ネットワークや直接優先接続などの
有線媒体と、音響、ＲＦ、赤外線、その他の無線媒体などの無線媒体とを含む。
【０１０３】
　上記のものの任意の組合せもコンピュータ読み取り可能媒体の範囲内に含まれる。した
がって、リソース１２０、コラボレーションサービス１２４、アプリケーション１１４、
通信モジュール１１６、その他のプログラムモジュールを含むソフトウェア、ハードウェ
ア、またはプログラムモジュールは、コンピュータ読み取り可能媒体の形式で実施された
一または複数の命令及び／またはロジックとして実施できる。
【０１０４】
　したがって、ここに説明したモジュール、機能、コンポーネント、手法は、ソフトウェ
ア、ハードウェア、及び／またはこれらの組合せで実施できる。コンピューティングデバ
イス１５０２は、コンピュータ読み取り可能媒体上に実施されたソフトウェア及び／また
はハードウェアに対応する命令及び／または機能を実施するように構成できる。命令及び
／または機能は、一または複数の製造品（例えば、一または複数のコンピューティングデ
バイス１５０２及び／またはプロセッサ１５０４）により、共有リンクに関する手法及び
その他の手法を実施するように、実行可能／動作可能である。かかる手法は、ここに説明
した手順例を含むがこれらに限定されない。このように、コンピュータ読み取り可能媒体
は、ここに記載された一または複数のデバイスにより実行された時、共有リンクに関する
様々な手法を実行させる命令を記憶または提供するように構成されている。
【０１０５】
　結論
　本発明を個別の構造的特徴及び／又は方法動作を用いて説明したが、言うまでもなく、
添付した特許請求の範囲に規定する発明は、上記の特定の特徴や動作には必ずしも限定さ
れない。むしろ、具体的な特徴や動作は、請求した発明を実施する形式例として開示した
ものである。
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